２００５年３月２８日

フェノール関連製品の価格修正について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱化学株式会社

　三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤　龍一）は、国内向けフェノール関連製品につきまして、２００５年４月１日出荷分より、本年３月出荷価格比でキログラムあたりフェノール＋３４円、ビスフェノールＡ（ＢＰＡ）＋３０円の価格修正を実施することと致しました。

弊社は、昨年8月には、フェノールの主原料であるベンゼンの価格高騰により、フェノール及びビスフェノールＡ（ＢＰＡ）価格、更に11月には原料価格と国際市況の高騰により、ＢＰＡの価格修正を行いました。

しかしながら、本年４月より、フェノールの主原料であるベンゼンの国内価格の値決め方式が、従来の国産基準ナフサ価格とＵＳＣＰのベンゼン価格を半分ずつ反映する方法から、ベンゼンの海外契約価格を基に価格を決定する方式となり、海外契約価格が高騰している現状において、ベンゼン国内価格が大幅に上昇することとなります。

このベンゼン国内価格上昇により、弊社フェノール関連製品は、深刻なコストアップの影響を受けることになり、自助努力によるコストアップ吸収に最大限努めてきているものの、これまでの価格修正幅だけではとてもカバーできない状況となります。

また、需給面では、ポリカーボネート樹脂やエポキシ樹脂などの旺盛な需要を背景に、需給バランスの極度な逼迫状況が継続しており、原料高も相まって、海外市況は上昇を続けております。

以上の状況に鑑み、今回、４月１日出荷分から更なる価格修正をお願いせざるを得ない状況となりました。上記事情よろしくご理解の程お願い申し上げます。

また、弊社関連会社である油化スケネクタディー株式会社（本社：東京都港区、社長：ﾁｬｰﾙｽﾞG. ｸﾞﾘｽｳｫﾙﾄﾞ）で製造・販売しております、アルキルフェノール３品目（ＰＴＢＰ：パラターシャリブチルフェノール、ＰＴＯＰ：パラターシャリオクチルフェノール、ＰＤＤＰ：パラドデシルフェノール）につきましても、上述の原料背景を受けまして、同様に４月１日出荷分より、キログラムあたり＋２８円の価格修正をお願いすることと致しました。
記

1． 原料前提：　

· 　ベンゼン価格（参考）：　　　　海外契約価格　１，２００＄／ＭＴ
2． 対象製品／値上げ幅：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円／ｋｇ）

フェノール
：　
＋３４

ＢＰＡ　　　
：　
＋３０

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ
：
＋２８

3． 時期：　２００５年４月１日出荷分以降

以上

